
事業名
実施
団体名

事業番号 Ｈ２７-

岡山市 岡山市 事業費

団体責任者
役職名氏名

連携団体 補助金額

記入者名
問合せ先
電話番号

支出経費
９月末概算

番号 体制・進捗の評価

1

事業はスケジュー
ルに基づいて実施
されていますか？

2

経費は概ね予算ど
おりに執行されてい
ますか？

3

事業の進捗状況を
関係機関等に発信
し、積極的に連携を
図っていますか？

－

問題なし ― ―

担当課より、経済局に働きかけ、情報交換の場の
設定などを行った。

国事業・県事業・市の事業がそれぞれにあり、情
報共有が図れていない。
今年も、事業実施時期が重なったことも参加者が
少なかった原因の一つとも考えられる。

課題を踏まえ、現在の状況に書いてある経済局と
の情報交換の場を持った。
今後（来年度以降）、自分たちの事業を運営して
いく中で国・県・市の事業を意識しつつ、参加者に
とって参加しやすいスケジュールなどで組んでい
きたい。
今後の流れとして、企業との交流会を開催するた
め、ぱらママとしては企業との連携に力を入れて
いく。
参加者に興味の対象を聞きながら、実施していく。

当初の目標に対する
現在（Ｈ２７年９月３０日）の状況

⇒　　　現在の課題は何か
⇒　　　課題に対する今後の対策
（今年度中のいつまでに何を行うか）

6月から始まった1クール目が9月に無事終了し、
予定の人数よりも少なかったものの、少人数なら
ではのきめ細やかなフォローと一人ひとりの悩み
などについてじっくりと向き合うことができた。10月
からは2クール目が始まり、11月下旬の交流会・修
了式をもって本事業の全工程を終了する予定。

事業スケジュールについては問題なし。次年度以
降は自主事業として展開する予定となっているた
め、年度内での成果の検証と企画の再検討を支
援する予定。

―

中
間
評
価

眠った人財「女性」の再就職を実現推進するためのサポート事業 NPO法人輝くママ支援ネットワークぱらママ

市民局　女性が輝くまち
づくり推進課

宮本、梅垣 1,841,000

代表理事 藤井　弥生 1,472,000

300,000
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中
間
評
価

眠った人財「女性」の再就職を実現推進するためのサポート事業 NPO法人輝くママ支援ネットワークぱらママ

4

団体と担当部署間
で事業目標を共有
し、次年度以降の
展開に向けて協議
していますか？

番号 事業に対する評価

1 伝える力向上講座

2
コミュニケーション
力向上講座

その他特記事項及び
ＥＳＤ・市民協働推進
センタ-等への要望

1 とくになし

現　　況 課　　題 要望・対策　（案）

【目標】
・全6回×2回の実施。参加者30名以上。
【現状】
・参加者9名。1クール目は応募者が1名だけだっ
たので開催を中止した。2クール目も目標人数より
も参加人数が少なかったが、今のところ予定通り
開催されている。

・当初に設定していた参加人数の50%以下の参加
となっている。原因としては、当初ターゲットにして
いた昨年度の受講者をがすでに就職が決まった
こと。チラシ広報の遅れや、１クール目が春先開
始だったことで、子どもや配偶者も変化が大きい
中で参加者の参加がしにくかったことが要因だと
考える。またその他、国や県事業での重なりなど
も考えられる。
１クール目：
　伝える力向上講座（1名）
　コミュニケーション力向上講座（2名）
２クール目：
　伝える力向上講座（8名）
　コミュニケーション力向上講座（８名）

参加人数については事前に担当課に相談し、工
夫と確認をしながら進めている。参加人数が少な
いことで、講座外を含めた、きめ細やかな連絡を
行うことなどにより、より参加者の満足度は高く
なっている。最後まで質を高める事業としていきた
い。
また女性が輝くまちづくり推進課としては、就業率
より、女性の意識変化の方に重点を置いているた
め、「気持ちの変化」「行動の変化」もより一層意
識し、変化の要因なども含め、成果の確認を行っ
ていく。

【目標】
・全5回×2回の実施。参加者30名以上。
【現状】
・参加者10名。1クール目も2クール目も目標人数
よりも参加人数が少なかった。1クール目参加者
は1人の脱落者も出ず、全員修了した。2クール目
も目標人数よりも参加人数が少なかったが、今の
ところ予定通り順調に開催されている。

ぱらママの自主事業として、昨年度・今年度の内
容を踏まえながら、よりしっかりとした講座にして
いきたいと考えている。
市としてはまだはっきりと予算面から具体的な提
案をすることはできないが、関係性を維持すること
や、互いの情報提供・きめ細やかなサービスは市
単独では難しい。
今後も継続的な連携を保ちたいと考えていきた

― 今後、協議の場を設けながら、今後の連携につい
て話し合っていく。

当初の目標に対する
現在（Ｈ２７年９月３０日）の状況

⇒　　　現在の課題は何か
⇒　　　課題に対する今後の対策

（今年度中のいつまでに何をするのか）
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